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伊豆諸島北部海域における小型定置網の漁獲特`性
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東京都の主要漁場である伊豆・小笠原諸島海域で

は，底魚一本釣漁業，刺網漁業，曳縄漁業などととも

に1976年以降，定置網漁業が営まれている（東京都水

産試験場1993)。近年の日本漁業は，水産生物資源の

減少や漁船燃料価格の上昇，漁業者の高齢化などによ

り厳しい経営環境下にあるが，東京都海域においても

同様の問題が深刻化している。

定置網漁業は，漁港から近場に漁場があり，操業が

比較的短時間であるなど，漁船燃料の節約や地域雇用

の創出，高齢化問題等に対して有利な条件を備えてい

る。しかし一方で，設置に多額の費用を要すること，

設置場所や設置方法を誤ると漁獲がないばかりか，再

設置が困難であるなどの問題もある。また，伊豆・小

笠原諸島海域は外洋に面しており，潮流や波浪の影響

が大きいため，設置に適した場所が限られている。そ

して，このような諸問題により，本海域においては，

過去に定置網の操業を始めたものの，撤退せざるをえ

なかったものもある。また，一方では，今後新たに定

置網の導入を検討している地域もある。

本研究は，定置網の構造，設置場所，漁獲魚の組成，

海況と漁獲との関連等を主体に検討し，伊豆大島（以

下「大島」と略記）から御蔵島周辺にかけての伊豆諸

島北部海域において，これまで行われてきた小型定置

網（以下「定置網」と略記）漁業の経緯を明らかにし，

今後の同漁業振興策を構築することを目的として行っ

た。

則として操業当時の名称を用いた。定置網各部位長の

単位は，入手資料に記されていた、または問（］間＝

約15ｍ）で表示した。

漁獲量と漁獲特性東京都労働経済局農林水産部

水産課（1979～2001），東京都産業労働局農林水産部

水産課（2002～2004）を用いて，1978～２００３年の２６

年間における大島，利島～神津島，三宅島～御蔵I島の

3海域別の定清網漁獲量を調査した。また，これらの

海域で多獲されるケンサキイカ，ヒラマサ，タカベの

3種については，定置網以外の漁法による漁獲量も調

査した。

定置網別の漁獲量については，各漁協が集計し，東

京都大島支庁産業課水産係に報告している未公刊の漁

獲統計資料（月別魚種別漁獲資料）を1978～2003年

の26年間分用いた。この統計資料に記載がない場合

には，東京都島しょ農林水産総合センター(旧東京都

水産試験場）が，各漁協の日別，魚種別水揚げ伝票を

集計した未公刊の漁獲統計資料（水揚げ伝票資料）を

1991～９７年の７年間分用いた。さらに不明な場合は，

同センター大島事業所が，各漁協の日別，魚種別漁獲

量について電話による聞き取りを行った未公刊漁獲

統計資料（聞き取り調査資料）を，１９７７～９０年の１４

年間分と９９年１年間分の合計１５年間分用いた（表I）。

また，定置網別の漁獲金額についても上述の各資料に

より調査した。操業日数は，上記の月別魚種別漁獲資

料に記されている数値を用い，これに記載がない場合

には，水揚げ伝票資料と聞き取り調査資料で水揚げの

あった日数とした。各島の海水温は，同センターがほ

ぼ毎日午前中に調査している「定地水温」の月別平均

値を用いた。

漁獲された水産動物の種名（以下，魚類以外も「魚

種」と記す）は地方名で記載されていたものも多かっ

たので，水揚げ時の現地調査や漁協からの聞き取り調

査によって魚種の確認や査定を行った。そして，川

調査方法

網の構造と設置場所１９７６～2005年の30年間に操

業された伊豆諸島北部海域各島の定置網の構造などに

ついて，大島から御蔵島までの各島所在の漁業協同組

合（以下「漁協」と略記）を対象に1985～８７年と２００５

年に聞き取り調査を行った。なお，漁協名について

は，調査期間中に統合による名称変更があったが，原
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表ｌ定置網別の使用漁獲統計資料一覧表。表中の記号は以下のとおり。○:月別魚穂別漁獲資料，□:水揚げ伝票資料，△：

聞き取り調査資料，×：データ未集計，－：網を設置せず

年
定置網名
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藤ら（2004）および加藤・安藤（2005）にしたがって

地方名を標準和名および分類群名に直した。また学名

は，魚類が中坊（2000）に，頭足類が奥谷（2000）に，

甲殻類が三宅（1982,1983）にウミガメ類がIverson

andCollege(1986)にしたがった。なお，漁獲統計資料

中の「その他の魚類」については,漁獲量が僅少であっ

たため，今回は調査対象としなかった。

操業期間が１０年を超える定置網については，４～８

年ごとの解析も行った。年間漁獲量に占める魚種別

の漁獲割合が30％を超えるものを「優占魚種｣，１０％

を超えるものを「主要魚種」と定義した。また，平均

的な市場出荷価格から，漁獲魚を低価格魚（おおむね

300円/k9未満)，中価格魚（同300円以上1500円/k9未

満)，高価格魚（同1500円/k9以上）に分類した。

海況と漁獲特性との関連については，１９８２～2000年

の１９年間に操業された大島の筆島定置網，新島の地

内島定置網，三宅島の伊ヶ谷定置網の３ヶ統を対象に

調査した。また，この間の黒潮流路パターンについて

は,千葉県水産総合センターほか(2005)にしたがった。

1993)，同時期に操業された最大数は1986,87年の９ケ

統であった（図１，表ｌ)。しかしその後，漁獲量の減

少や台風による網の流失などにより操業統数は減少

し，1993年以降は４ケ統で推移した。2005年の聞き

取り調査時には，2000年の三宅島雄山の大噴火とそ

れに伴う全島民の島外避難により同島の２ヶ統（伊ヶ

谷，阿古の両定置網）が操業を休止していた。一方

2003年には，1986年以降操業を休止していた神津島

の長浜定置網で操業が再開され，2005年には，これ

に大島の筆島定置網ぅ新島の地内島定置網を加えた

３ヶ統の操業であった。

本海域における定置網の網型は，1976年の操業開

始直後には浮網による操業も行われたが，１９８５～８７

年の調査時には,底層網が６ヶ統,中層網が２ヶ統,中・

底層網が２ケ統となっていた（表２)。そして，2005年

の調査時には底層網が２ヶ統（新島の地内島定置網と

神津島の長浜定置網)，中・底層網が１ケ統（大島の

筆島定置網）であった。また，1985年当時，三宅島

の伊ヶ谷定置網では３階網による操業が行われていた

が，1986年以降は複数網による操業は行われなかっ

た。大島の筆島定置網では，2001年以降２階網に変更

して操業が行われた。全定置網とも，水深２０～２７ｍ

に設置されていた。

操業開始当初，定置網１ヶ統当たりの操業従事者数

は，三宅島や神津島で最大20人ほどの時もあったが，

結果

１．操業の経緯と網型・設置場所

伊豆諸島北部海域の定置網漁業は1976年以降2005

年現在まで，大島から御蔵島にいたる６町村，７島

で合計１０ヶ統操業されており（東京都水産試験場

－３０－
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図１伊豆諸島北部海域における定置網の操業位置。ＮＣ」：大島筆島，ＮＯ２:大島千波|崎，Ｎｏ３:利島前浜，

No.４：新島若郷前浜，Ｎｏｓ：新島地内島，Ｎｏ６：式根島カンビキ浦，No.７：神津島長浜，No.８：三

宅島伊ケ谷，No.９：三宅島阿古，ＮＣ」０：御蔵島徳利根。破線は200ｍの等深線。

(表２，別図Ｉ）。しかし，設置水深が浅いため，実際

には中層網と底層網との違いはあまりないということ

であった（操業従事者談)。端口水深は約２１ｍ，垣網

長約400ｍ,側張長160間（約240ｍ）×２０間（約30ｍ）

であった。2001年には，既存網の沖出しと，陸側に

片箱の底層網が新たに設置され，以降２階網となった。

なお,冬期は陸側の網だけで操業する期間もあった(表

２，別図２)。

大島千波崎定置網大島，野増漁協（2003年以降

は伊豆大島漁協）所属の千波崎定置網は，島の西側，

千波崎沖に設置され，1986～９２年の７年間操業され

2005年現在は全定置網とも５～８人程度で操業されて

いた。経営主体は，操業開始当初，大島の筆島定置網，

新島の若郷前浜定置網の２ヶ統が民営，御蔵島の徳利

根定置網が村営事業として行われたが，2005年調査

時には全て漁協自営事業に移行していた。

大島聿島定置網大,島，波浮港漁協（1999年以

降は伊豆大島漁協）所属の筆島定置網は，1982年以降

2005年現在まで24年間にわたり，島の南東側に位置

する筆島沖で操業が行われてきた。１９８２～８４年の網

型は不明であるが，1985年当時の網型は中･底層網で，

中層網が南，底層網が北に向いて張り建てられていた

－３１－



網は，島北側の定期船係留用岸壁の西側に設置され，

1983～８７年の５年間操業された。操業休止の理由は，

1988年に上記の定期船係留用岸壁が延長され，漁獲

量が減少したためである。1985年調査時の網型は底

層網であった。端口水深は約２１ｍ，垣網長１００間（約

150ｍ)，身網長５間(約7.5ｍ）×１１８間(約177ｍ）であっ

た（表２，別図４)。

新島若郷前浜定置網新島，若郷漁協（2002年

以降は，にいじま漁協）所属の若郷前浜定置網は，新

島の北西側若郷前浜沖に設置され，１９８３～８７年の

5年間操業された。操業休止の理由は，1987年に来襲

した台風１９号により網が流失したためである。１９８５

年調査時の網型は中・底層網で，中層網が北，底層

網が南に向いて張り建てられていた。設置最深部は

約２１ｍ，垣網長250間（約380ｍ)，側張長156間（約

234ｍ）×２０間（約30ｍ）であった（表２，別図５)。

新島地内島定置網新島，新島漁協（2002年以

降は，にいじま漁協）所属の地内島定置網は，島西側

にある地内島の北東側に設置され，1981年以降2005

年調査時現在まで25年間にわたり操業されている。

1985年調査時の網型は中層網であった。端口水深は

約２１ｍ，垣網長は１００間（約150ｍ)，側張長は20間（約

30ｍ）×］24問（約188ｍ）であった（別図６)。本定置

網は，2005年の調査時には底層網に変更されていた

た。操業休止の理由は明らかでない。1986年調査時

の網型は底層網で，中古のサケ定置網を用い，箱網部

を改良したものであった。端口水深は約20ｍ，垣網長

250間（約380ｍ)，側張長119間（約178ｍ）×１６問（約

24ｍ）であった（表２，別図３)。

利島前浜定置網利島，利島漁協所属の前浜定置
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伊豆諸島北部海域における海域別の定置網

漁獲量の推移

図２

表Z伊豆諸島北部海域における定置網の操業状況。ＮＣ，設置場所は図ｌを参照。

網型は，１９８５～８７年調査時の形態。2005年調査時の網型は，大島筆島が中・

底層網両箱および底層網片箱，新島地内島と神津島長浜が底層網両箱であった

設置操業操業
ＮＣ 定置；岡名

開始年終了年
網型

水深(、

'大島筆島Ⅲ差騨中鵬網,両箱、
底層網,両箱２大島千波崎１９８６１９９２２０

底層網,両箱３利島前浜１９８３１９８７２１

４新島若郷前浜１９８３１９８７中・底層綱両箱２１

‘新島地内島Ⅱ差騨中層綱両箱Ⅲ
底層網,両箱６式根島カンビキ浦１９８２１９８９２１

７神津島長浜19771985＊底層網,両箱２１

$三宅島伊ケ谷’'7‘駕騨底層網両箱刀
，三宅島阿古川置嚇底層網両箱ユ’
1Ｏ御蔵島徳利根1986１９９０中層網,両箱２１

＊2003年に操業が再開され。2005年現在操業中。
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(表２)。

式根島カンビキ浦定置網式根島，式根島漁協

(2002年以降は，にいじま漁協）所属のカンビキ浦定

置網は，島の北西側カンビキ浦沖に設置され，１９８２

～８９年の８年間操業された。操業休止の理由は不明

であった。1985年調査時の網型は底層網であった。

端口水深は約２１ｍ，垣網長150問（約230ｍ)，側張長

20間（約30ｍ）×160間（約240ｍ）であった（表２，別

図７)。

神津島長浜定置網神津島，神津島漁協所属の長

浜定置網は，島の西側，長浜沖に設置され，１９７７～

85年の９年間操業された。操業休止の理由は明らかで

ない。1985年調査時の網型は底層網であった。端口

水深は約21ｍ,垣網長350問(約150ｍ),側張長20問(約

30ｍ）×148間（約224ｍ）であった（別図８)。本定置

網は2003年に再設置され，操業が再開されて2005年

調査時現在まで継続している。網型は底層網で，網規

模は以前のものとほぼ同様であるが，張り建て方法な

どに一部違いがみられた（表２，別図９)。

三宅島伊ケ谷定置網三宅島，三宅島漁協所属の

伊ケ谷定置網は，伊豆諸島で最も早く1976年に設置

され，2000年までの25年間，島の北西側伊ヶ谷沖

で操業された。1976年当時は浮網を２階網（水深18ｍ

および2325ｍ）にして（三宅島漁業協同組合1981），

４～１０月に操業していた（別図１０，１１)。1979年には

沖網を水深27ｍまで沖出したが，台風により網が完

全に流失したため，1980年以降は底層網に変更され

た。1982年には岸側が水深15ｍの片箱，沖側が水深

2325ｍの両箱の２階網で操業され，1983年には，さら

に沖の水深27ｍに片箱が設置されて３階網となった。

３階網は岸網の垣網長が約210ｍ，側張長は22.5ｍ×

87ｍ，中網が垣網長約270ｍ，側張長約36ｍ×222ｍ，

沖網が垣網長約150ｍ，側張長約40ｍ×218ｍであった

(別図１２)。その後'986年には複数網をやめた。２０００

年の噴火災害による同年９月の全島避難以降2005年調

査時現在，操業は休止されている（表２)。

三宅島阿古定置網三宅島，三宅島漁協所属の阿

古定置網は，1986年に島の北西側阿古沖に設置され，

2000年までの１５年間操業された。1986年調査時の網

型は底層網で，端口水深は約２１ｍ，垣網長120問（約

表３ 海域別の定置網漁獲量（ｔ）と操業統数。1986年は御蔵島の徳利根定置網の漁獲資料がないため，三
宅島～御蔵島海域の操業統数を２ケ統とした。2003年の利島～神津島海域については，新島の地内
島定置網の資料のみ

大島海域 利島～神津島海域 三宅島～御蔵島海域
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みられなかった（表５)。

３．定置網別の漁獲特性

大島筆島定置網漁獲資料のなかった1992年

を除く１９８２～2003年の２１年間の年間平均漁獲量は

284t（最低：1989年の5.3t，最高：1991年の60.0t)，

日間平均漁獲量は2009kｇ（操業日数が不明の'992,

2000年を除く），年間平均漁獲金額は2175万円（最低：

1983年の470万円最高：1996年の4570万円）であっ

た（図３)。また,年間平均操業日数は１３０１日間(最低：

1983年の５７日間最高:1999年の203日間）であった。

操業月は年によって異なったが，上述の２１年間を通

してみると，ｌ～１２月の周年にわたった。月別操業

率（月別操業年数／全操業年数×１００％）は，５月が

１００％，４月および６～８月が８０～９０％台，３月が60％

台，１，２，１１，１２月が２０～４０％台，９，１０月が20％未

満であった（表６)。月間漁獲率（月間総漁獲量／年間

総漁獲量×１００％）は５，６月が１７％と最も高く，５～

７月で全体の４８％を占めた（図４)。

漁獲魚種は魚類42種，頭足類５種の合計47種であっ

た(表４)。漁獲量上位１０魚種は,多いものからイサキ，

マアジ，ケンサキイカ，ヒラマサ，ブリ，サバ類，タ

カベムツ，トビウオ類，オアカムロのlll目で，これら

が漁獲全体に占める割合は839％であった。また，こ

れら１０魚種の漁獲量の推移と変動係数（ＣＶ=標準偏

差/平均値）は表７に示したとおりで，変動係数が最も

小さいのはムツ（ＣＶ=0.92)，最も大きいのはオアカ

ムロ（ＣＶ=3.02）であった。

１９８２～９０年の９年間の年間平均漁獲量と年間平均

操業日数は134tおよび８４０日間であったのに対して，

漁獲資料のなかった]992年を除く］991～2003年の

１２年間は39.7tおよび1716日間であった。

１９８２～８６年の５年間の年間平均漁獲量は]3.1tで

あった。この間の優占魚種は,ヒラマサが82年（72％，

25.5ｔ），ブリが83年（46％，２．７ｔ），ケンサキイカ

が84年（47％，５０t）であった。同じく主要魚種はヒ

ラマサ（８２，８４～８６年)，ケンサキイカ（８３～８６年)，

ブリ（83,84年)，イサキ（85,86年)，タカベとヤリ

イカ（85年)，サバ類とムツ（86年）であった。

1987～９１年の５年間の年間平均漁獲量は２１８tで

あった。この間の優占魚種は，マアジが87年（32％，

3.5ｔ），９１年（64％，３８７ｔ），タカベが88年（46％，

１０．８ｔ），８９年（44％,２３ｔ），イサキが90年（45％,７．０

ｔ）であった。同じく主要魚種は，タカベ（88,89,

91年)，ヒラマサ（87,89年)，ムツ（89,90年)，イ

サキ（９０，９１年)，サバ類（87,88年)，マアジ（87,

180ｍ),側張長20間(約30ｍ）×148問(約224ｍ)であっ

た（別図１２)。なお，同島の伊ケ谷定置網同様，本定

置網も，上記の噴火災害による2000年の全島避難以

降2005年調査時現在，操業は休止されている（表２)。

御蔵島徳利根定置網御蔵島，御蔵島漁協所属

の徳利根定置網は，島の北側，徳利根沖に設置され，

1986～９０年の５年間操業された。操業休止の理由は

明らかでない。操業開始直後の1987年７月には急潮に

より網が流失し，その後再設置された。1987年調査

時の網型は中層網であった。端口水深は約Zlm，垣網

長約270ｍ，側張長約54ｍ×285ｍであった（表２，別

図１３)。

２．漁獲量と漁獲魚種

１９７８～2003年の26年間の伊豆諸島北部海域におけ

る大島，利島～神津島，三宅島～御蔵島の３海域別定

置網漁獲量の推移を図２および表３に示した。この間

の年間平均漁獲量は143.7tで，最低は1990年の620ｔ

(操業数６ケ統)，最高は1981年の241.1ｔ（操業数３ケ

統）であった。定置網１ヶ統当たりの年間平均漁獲量

は37.5tで，最低は1990年の１０３t，最高は2003年の

86.0tであった｡海域別の１ケ統当り年間平均漁獲量は，

大島海域が26.5t，利島～神津島海域が382t，三宅島

～御蔵島海域が489tであった。

伊豆諸島北部海域の定置網において，今回漁獲が記

録された魚種は,魚類104種または分類群,頭足類６種，

イセエビ類１種，ウミガメ類ｌ分類群の合計112種ま

たは分類群であった（表４)。

定置網別の漁獲量上位20種に出現したものは表５に

示した43魚種であった（2003年の神津島，長浜定置

網の漁獲を除く）。これらの各魚種のうち，低価格魚

にはサバ類とマアジの小型魚，ムロアジ類等が，中価

格魚にはイサキの小型魚，タカベマアジの大型魚等

が，高価格魚にはアオリイカ，イサキの大型魚，ケン

サキイカ，シマアジ，ヒラマサ，ブリ等が該当した。

また，これら４３魚種で定置網別出現頻度（上位20魚

種への出現定置網数／総定置網数×１００％）が比較的

高かったのは，カンパチ，ケンサキイカ，ヒラマサ

(１００％)，クサヤモロサバ類,シマアジ,タカベ(90％)，

アオリイカ，ブリ（80％)，イサキ，ニザダイ，マア

ジ，ムツ（70％）であった。さらに，これら４３魚種の

うち，５ヶ統以上の定置網において出現した２０魚種に

ついて，大島，利島～神津島，三宅島～御蔵島の３海

域別の上位20魚種への出現状況をみると，大島海域

ではアオリイカ，ニザダイ，ハガツオが出現せず，三

宅島～御蔵島海域ではイサキ，マダイ，ムツの出現が
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あった。この間の優占魚種はイサキが02年（５３％，

175t)，０３年（30％，１４．３ｔ）であった。同じく主要

魚種は，イサキ（９８～０３年)，ケンサキイカ（９７～

01年)，マアジ（９７，９９，０３年)，タカベ（98,02年)，

ヒラマサ，ブリ（98年)，トビウオ類（00年）カンパチ，

ウスバハギ（０１年)，サバ類（03年）であった。

大島千波崎定置網１９８６～９２年の７年間の年間

平均漁獲量は5.2t（最低：1992年の1.7t，最高：１９８６

年の8.6t)，日間平均漁獲量は98.7kgであった（図５)。

91年)，ケンサキイカ（87年)，ブリ（89年)，ムロア

ジ類（88年）であった。

１９９３～９６年（1992年は漁獲資料なし）の４年間の

年間平均漁獲量は39.8tであった。この間の優占魚種

はサバ類が93年（35％，15.6t）であった。同じく主要

魚種は，イサキ（９３，９４，９６年)，ブリ（９３～９５年)，

マアジ（94,95年)，サバ類（93,95年)，ケンサキイ

カ，オアカムロ（96年）であった。

１９９７～2003年の７年間の年間平均漁獲量は367tで

表５定置網別の漁獲量上位20魚種（神津島の長浜定置網以外は全操業期間通算）
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I）アオリイカ，ヤリイカ,ケンサキイカを含むが,年によってケンサキイカか別魚種として扱われている。

2）１９７７～８５年の操業結果。３）2003年の操業結果。ムツは体長20ｃｍ以下の幼魚が主体，マグロ類は体

長50ｃｍ以下のキハダ，クロマグロが主体。
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大島，筆島定置網における漁獲量（棒）と漁

獲金額（折れ線）の推移

図４大島，筆島定置illE

の月間平均漁獲量

筆島定置網における１９９２～2003年図３

表６大島，筆島定置網の年別，）ＥＩ別操業日数。○印は，操業を行ったが，日数の不明な月を示す。

1992年は資料がない。月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×100％
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月別操業４７６４７６６１９８５.７１０００９５２９０５９０５１４３１９０２８６４７６
率(％）＿

操業率は６，７月が１００％５，８月が50％台，２～４月

が１０％台であった（表８)。月間漁獲率は，６月が全体

の46％を占め最も高かった（図６)。

漁獲魚種は魚類24種，頭足類４種の合計28種で

あった（表４)。漁獲量上位１０魚種は，多いものから

タカベマアジＴケンサキイカ，その他のイカ類，イ

サキ，ヒラマサ，ブリ，トビウオ類，ムツ，シマア

漁獲金額については1986,90年の２年間分しか把握で

きなかったが，1986,90年の年間平均漁獲金額は463

万円（最低：］990年の273万円，最高：1986年の652

万円）であった。また，年間平均操業日数は523日間

(最低：1990年の３２日間，最高：1987年の７６日間）で

あった。操業月は年によって異なったが，上述の７年

間を通じてみると２～８月の７ヶ月間であった。月別

－３９－



表７大島，筆島定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg)。1992年は漁獲量資料がない

１０８ ９６ ７５４順位 ３２

ブリサバ類タカベ魚種イサキマアジケンサキイカヒラマサムツトビウオ類オアカムロ

６
０
０
０
０
８
０
０
０
０

９
１

７

８２

６０１

２１

０

４７０

８７４

８０］

６４０

５２５

２８２７

３７６

７
０
０
０
０
－
０
０
７
６

－
－

１
３－

６７３

３１４

１０５

６１９

６５

２４０

１０７４８

２３０５

７６５

７４９７

1３１８

２７０５

１０２１

３４５

３６

４５

８５０

９８１

２７８

６４４

１３１２

０

３４８

２５７

１１３８

１８７９

２２７０

０

１０６９

５９

25450

４９５

２１４３

５４３

１６３４

１０８７

９５８

５６８

７８６

７５１

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

２
３
４
５
６
７
８
９
０
－
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０

１
－
１
－
１
１
１
１
１
１
１
－
－
１
１
１
１
１
２
２
７
』
２

３６４

１４１８

４９５１

９２５

２３８１

１３２２

４５７

］５７

９００

４０７１

０
４
７
０
０
２
９
’
９
４
４

１
３
５
７

８

５
４

６

３
８３

５３８

１５

２６４

１０１５

１１０６

５８１

１６４９

６１

６９６７

６２１９

3285

2021

1726

3733

1468

1482

６９２

４１４

１５２９

７０６

２

１１６５

４８８

１６４０

２１３０

１３６４

１８４７

３７３７

３４７０

１０８５

５７９

５６０

０

０

１６６７

１１２１０

０

３３

０

１１４

８３

９２１

２５５

9497

6347

9014

2737

2420

3659

3172

５３４

９０８

１３３６

１３６

15573

８５８

８２７３

１２２５

６５６

２７９

１６７

１４９

５５５

１９５

９７９１

８０５

１４１５

８０

１５０５

７０９

３３８１

１１７０

623

3215

3620

2840

1４４２

１１４１

１３１５

４０９８

２８０４

３２１０

１５９４

１９５６

１５８

８３６

２３１

３９８０

２０５１

２１７８

８３８０

６７９４

３６０１

１１０９７

２６５４

３８６４

１１５８

９９］

４０５

４２１９

３６１９

６７４

６６３６

４２１

８２８６

５５６

２７１８

１９４０

１１１３９

５００４

５８５７

３４８３

７６１９

３５２２

７２７０

９２７５

６００３

５７９７

１７４４６

１４３３８

合計

平均値

標準偏差

変動係数

53200

2533.3

5345.8

２．１１

47983

2284.9

2776.7

１．２２

46053

２１９３．０

４０１２．５

１．８３

42694

2033.0

2664.1

1.31

２４１９３

１１５２．０

１０６２．１

０．９２

'８２４６

868.9

1142.2

１．３１

］７２６７

822.2

2485.7

３．０２

104029

4953.8

４６７９．４

０．９４

83392

3971.0

8537.9

２．１５

63694

3033.0

2836.7

０．９４

ジの順で，これらが漁獲全体に占める割合は92.2％で

あった。また，これら１０魚種の漁獲量の推移と変動

係数は表９に示したとおりで，変動係数が最も小さい

のはその他のイカ類（ＣＶ=l」０)，最も大きいのはト

ビウオ類（ＣＶ=2.65）であった。

上述の７年間における優占魚種は，タカベが87年

(39％，2.0t)，８９年（78％，６．１t)，９０年（48％，Llt)，

ケンサキイカが86年（50％，４３t)，９０年（33％，0.7t)，

マアジが９１年(69％,５２t),９２年(40％,07t）であった。

同じく主要魚種は，タカベ（1986～９０，９２年)，ケン

サキイカ（86,88～９０年),マアジ,イサキ（91,92年)，

ブリ（87,88年)，ヒラマサ（87年)，トビウオ類（８６

年)，ムツ（88年）であった。

利島前浜定置網１９８３～８７年の５年間の年間平

均漁獲量は８５ｔ（最低：1983年の０３t，最高：1984年

の180t)，日間平均漁獲量は1342kg，年間平均漁獲

金額は669万円（最低：1983年の40万円，最高：１９８４

年の1042万円）であった（図７)。また，年間平均操

業日数は63.4日間（最低：1983年の１５日間，最高：

1984年の122日間）であった。操業月は年によって異

なったが，上述の５年間を通じてみると，４～１１月の

８ヶ月間であった。月別操業率は５，６月が１００％，７

月が75％，４，８月が50％，９，１０月が25％であった（表

１０)。月間漁獲率は，５月が全体の３１％を占め最も高

かった（図８)。

漁獲魚種は，魚類39種，頭足類３種，甲殻類Ｉ種の

合計43種であった（表４)。漁獲量上位１０魚種は，多

いものからケンサキイカ，ニザダイ，ヒラマサ，オア

カムロクサヤモロイサキ，タカベ，マアジ，ムツ，

カンパチの順で，これらが漁獲全体に占める割合は

88.8％であった。また。これら１０魚種の漁獲量の推移

と変動係数は表１１に示したとおりで，変動係数の最
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も小さいのはヒラマサ（ＣＶ=067)，最も大きいのは

オアカムロ（ＣＶ=224）であった。

上述の５年間（操業日数が１５日間であった1983年

を除く）における優占魚種は，ケンサキイカが85年

(49％，4.7t)，ニザダイが84年（30％，5.4t)，オア

カムロが87年（47％，３９t）であった。同じく主要魚

種は，ケンサキイカ（８４～８６年)，ニザダイ（84年)，

ヒラマサ（85,86年)，オアカムロ（87年)，クサヤモ
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図６大!島，千波崎定置網における１９８６～９２年の月間

平均漁獲量

図５大島，千波崎定置網における漁獲量の推移

表８大島，千波崎定置網の年別，月別操業日数。月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×１００％

年1月２月３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月合計
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０
２

２
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率(％）-－

表９大島，千波崎定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）

９ １０８順位 ７５ ６３ ４２１

魚種タカベマアジｹﾝｻｷｲｶﾆ鶴窒イサキヒラマサブリトビウオ類ムツパアジ

２
０
０
０
０
０
５

２
３

６
－
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２
７
０
０
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６
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年
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９
９
９
９
９
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１
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２
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６
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３
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１
２

１

０
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９
５
５
０
９

２
５
６
－
３
－
２

２
３
９
７

０

６５

１２０

８１

１３１

１１０７

５２７

４６

４４２

０

４６

１６

５１５２

６８２

９
０
０
０
０
８
０

１
０

３
６

４

１１６６

１９５８

５４３

６１６４

１０８３

２２５

３４０

６９１

９８．７

２３７．３

２．４０

８２７

１１８．１

２３０．２

１．９５
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１７６．６

４６７．２

２．６５

舗跡辨辨

１３４３

１９１．９

２２２．０

１．１６

１２６４

１８０．６

２２５．６

１．２５

２０３１

２９０．１

３９９．２

Ｌ３８

２３３０

３３２．９

３６５．８

１．１０

６３８４

９１２．０

１８８７．９

２．０７

４９２７

７０３９

１６１０．２

２．２９

’’479

1639.9

2081.6

１２７

＊アオリイカ．ヤリイカ，ケンサキイカを含むが～年によってケンサキイカが別魚蓮として扱われている。
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に示したとおりで，変動係数の最も小さいのはムツ

(ＣＶ=085)，最も大きいものはムロアジ類（ＣＶ=224）

であった。

上述の５年間における優占魚種は，ケンサキイカが

84年（62％，９７t)，８５年（39％，２１t）であった。同

じく主要魚種は,ケンサキイカ(８３～87年)，タカベ(８３

年)，サバ類（86,87年)，クサヤモロ（87年)，ニザ

ダイ（85年)，モロ（83年)，ムツ（85年)，マアジ（８６

年）であった。

新島地内島定置網１９８１～2003年の23年間の年

間平均漁獲量は395ｔ（最低：1990年の１０９t，最高：

1999年949t)，Ｈ問平均漁獲量は2903kｇ（操業日数が

不明の1995年を除く），年間平均漁獲金額は2512万円

(最低：1998年の949万円，最高：2003年の5421万円）

であった（図１１）。また，年間平均操業日数（1995年

を除く）は1352日間（最低：1985年の７１日間，最高：

1999年の２１８日間）であった。操業月は年によって異

なったが，上述の23年間を通じてみると，Ｉ～１２月

の周年にわたった。月別操業率は，５～９月の５ヶ月

間がいずれも90％以上と高く，１０，１１月が60～70％台，

１，４，１２月が３０～５０％台，２，３月が１０％台であった

ロ（84,87年)，イサキ，タカベ（86年)，マアジ（８７

年)，ムツ（85,86年）であった。

新島若郷前浜定置網１９８３～８７年の５年間の年

間平均漁獲量はlOOt（最低：1986年の２９t，最高：

1984年の156t)，日間平均漁獲量は１０６７kg，年間平

均漁獲金額は844万円（最低:1986年の133万円,最高：

1983年の1408万円）であった（図９)。また，年間平

均操業日数は938日間（最低:1986年の２６日間，最高：

1983年の139日間）であった。操業月は年によって異

なったが，上述の５年間を通じてみると，３～１２月の

１０ヶ月間であった。月別操業率は,６月が100％，４，５，

７月が８０％，３，８，１０月が６０％，９，１１，１２月は２０

～４０％であった（表１２)。月間漁獲率は５月が28％と

最も高く，４，５月の２ヶ月間で全体の52％を占めた（図

１０)。

漁獲魚種は魚類32種，頭足類２種の合計34種であっ

た（表４)。漁獲量上位１０魚種は，多いものからケン

サキイカ，タカベサバ類，クサヤモロ，ヒラマサ，

ニザダイ，モロムツ，ハガツオ．アオリイカの|||頁で，

これらが漁獲全体に占める割合は745％であった。ま

た，これら１０魚種の漁獲量の推移と変動係数は表1３
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図７利島，前浜定置網における漁獲量（棒）と漁獲

金額（折れ線）の推移

図８利島，前浜定置網における１９８３～８７年の月間

平均漁獲畠

表１０利島，前浜定置網の年別，月別操業日数。’983年は１ケ月のみの操業だったので，操業年と

しなかった。月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×100％

年１月２月３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月合計
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表Ⅱ利島，前浜定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）
順位 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０

魚種ケンサキイカニザダイヒラマサオアカムロクサヤモロイサキタカベマアジムツカンパチ
1983年

1984年

1985年

1986年

1987年
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４７１１
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図D新島，若郷前浜定置網における漁獲量（棒）と

漁獲金額（折れ線）の推移

図１０新島，若郷前浜定置網における１９８３～８７年の月

間平均漁獲量

表１２新島，若郷前浜定置網の年別，月別操業日数。月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×１００％

年］月２月３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月12月合計
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率(％）

(表１４)。月間漁獲率は５月が１９％と最も高く，５～７

月で全体の54％を占めた（図１２)。

漁獲魚種は魚類60種，頭足類４種の合計64種であっ

た(表４)。漁獲量上位１０魚種は,多いものからマアジ，

ケンサキイカ，サバ類，クサヤモロムロアジ類，カ

ンパチ，ヒラマサ，タカベブリ，アオリイカの||頂で，

これらが漁獲全体の866％を占めた。また，これら１０

魚種の漁獲量の推移と変動係数は表１５に示したとお

りで,変動係数の最も小さいものはマアジ(ＣＶ=094)，

最も大きいものはヒラマサ（ＣＶ=208）であった。

１９８１～８５年の５年間の年間平均漁獲量は242tで

あった。この期間はケンサキイカ，クサヤモロヒ

ラマサ，サバ類の漁獲量が多く，これら４魚種で漁

獲全体の69％を占めた。特にケンサキイカは82年に

124t，８４年に１３８t，５年間の平均で8.8tと比較的安定

的に漁獲された。８２年にはヒラマサも１１０t漁獲され
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表１３新島，若郷前浜定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）
1０９８７６５４３順位 ２
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８２

１１

４３

４１

9９３

１５４

１４

２３

０

５８

５９０

５５５

２４０

７１

０
０
０
０
０

７６１

３２９

４７６

１１３５

４４

０

1１０２

５４３

２８４

６５

２５７

３１１

１３５

０

０

２０９０

０

２９５

０

４５５

２２８３

2３１０

３６１

０

２

８４９

1983年

1984年

1985年

1986年

1987年

4238

9646

２１１７

493

2029

１０８５

２１７．０

３８７．１

１７８

］１８４

２３６．８

４２７．２

１．８０

1514

302.8

256.8

０．８５

1670

334.0

746.8

２．２４

1９８４２２５１

４５０．２

４０２．１

０．８９

2536

507.2

894.0

176

3033

6066

957.4

１．５８

合計

平均値

標準偏差

変動係数

3522

704.4

962.6

137

’8523

3704.6

3578.7

０９７

3９６．８

457.6

1．１５

９
８
７
６
５
４
３
２
１
０

漁
獲
二
里
（
ｔ
）

ｒｌｌｌｌ宗‐ｌｌｌＬｌｌｌｌｌｒｌｌｌｒｌｌｌｌＬｌｌｌｌＬＩ’一一曰
６００００1００

5００００

8０

漁
獲
金
額
（
千
円
）

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

４
３
２
１

０６

０４

漁
獲
量

■
1２月

2０

￣

Ｊ

０
畔０

7月８月９月１０月１１月月２月３月４月５月６月

ｍ
○
○
旬

の
①
の

ト
①
①

ｍ
の
①

の
①
①

①
⑩
の

的
⑭
①

、
め
つ

ト
⑭
①

Ｃ
Ｃ
Ｎ

の
⑦

的
①

図１２新島，地内島定置網における1981～2003年の

月間平均漁獲量
図Ⅱ新島，地内島定置網における漁獲量（棒）と漁獲

金額（折れ線）の推移

1991～９５年の５年間の年間平均漁獲量は379tで

あった。この期間はマアジ，サバ類，ケンサキイカの

漁獲量が多く，これら３魚種で漁獲全体の69％を占め

た。1991年のマアジ漁獲量は，前年の03tから，３０５ｔ

と増加し過去最高となった。サバ類は93年に224t，

95年に10.1t,ケンサキイカは93年に142t漁獲された。

この間の優占魚種は，マアジが91年（７１％，３０５t)，

92年（５２％，１４８t)，サバ類が93年（３７％，２２４t)，

94年（33％，８７t)，９５年（32％’１０１t）であった。同

じく主要魚種は，マアジ（９１～９３，９５年)，ケンサキ

イカ（９１，９３～９５年)，サバ類（９３～９５年)，ブリ，

スルメイカ（93年)，ムロアジ類（94年）であった。

１９９６～2003年の８年間の年間平均漁獲量は474tで

あった。この期間はマアジ，サバ類，ケンサキイカの

漁獲量が多く，これら３魚種で漁獲全体の55％を占め

た。１９９９～2003年の５年間におけるマアジの年間平

均漁獲量は184t（158～２０６t）で，高水準で安定し

ていた。1999年には，ケンサキイカが224t，クサヤ

た。この間の優占魚種は,ケンサキイカが82年（35％，

124t)，８３年（３５％，７２t)，８４年（５０％，１３８t)，８５

年（45％，５９t)，ヒラマサが82年（３１％，ｌＬＯｔ）であっ

た。同じく主要魚種はケンサキイカ（８１～８５年)，ク

サヤモロ（８３～８５年),サバ類（81,83年),マアジ（84,

85年)，ヒラマサ（82年)，アオリイカ（８１年)，ハガ

ツオ（81年）であった。

１９８６～９０年の５年間の年間平均漁獲量は235tで

あった｡この期間はマアジ,ケンサキイカ,ムロアジ類，

クサヤモロの漁獲量が多く，これら４魚種で漁獲全体

の66％を占めた。1986年のマアジ漁獲量は19.4tと過

去最高であったが，９０年には03tに減少した。この間

の優占魚種は,マアジが86年(45％，19.5t),８７年(37％，

７２t)，タカベが88年（30％，5.8t)，ムロアジ類が８９

年(33％,8.0t)であった。同じく主要魚種は,マアジ(８６

～８９，９１年)，ケンサキイカ（８６，８９，９０年)，クサ

ヤモロ（86,90年),ムロアジ類（88,89年)，タカベ（88,

90年),サバ類（87年)，ウマヅラハギ（90年)であった。
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表１４新島，地内島定置網の年別，月別操業日数。○印は，操業を行ったが，日数の不明な月を示す。
服U操業率＝月別操業年数／全操業年数×１００％
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６～９月は１４～１５％で推移した（図１４)。

漁獲魚種は魚類56種，頭足類３種の合計59種であっ

た（表４)。漁獲量上位１０魚種は，多いものからケン

サキイカ，タカベヒラマサ，カンパチ，サバ類，ニ

ザダイ，クサヤモロ，メイチダイ，ムツ，アオリイ

カの|||頁で，これらが漁獲全体に占める割合は745％で

あった。また，これら上位１０魚種の漁獲量の推移と

変動係数は表１７に示したとおりで，変動係数の最も

小さいものはタカベ（ＣＶ=070)，最も大きいものは

ニザダイ（ＣＶ=196）であった。

上述の８年間における優占魚種は，ケンサキイカが

83年（３７％，5.7t)，８４年（46％，173t)，８９年（３０％，

2.7t)，タカベが83年（38％，5.9t)，８６年（40％，5.4t)，

サバ類が89年(36％,２８t)であった。同じく主要魚種は，

ケンサキイカ（８２～８６，８９年)，タカベ（８２～８４，８６

～８８年)，ヒラマサ（82,85年)，カンパチ（87,88年)，

サバ類（88,89年ハクサヤモロ（84,87年)，メイチ

ダイ（88年)，ムツ（85年)，イサキ（89年）であった。

神津島長浜定置網１９７７～８５年の８年間の年間

平均漁獲量は20.8t（最低：1983年の６０t，最高：１９８４

年の３８９t)，日間平均漁獲量は318.0kg，年間平均漁

獲金額は2239万円（最低：1983年の1194万円，最高：

モロが12.5t，これにマアジ１７３ｔ，サバ類209ｔを

加えた４魚種で全体の77％を漁獲し，過去最高の９４９

ｔの漁獲があった。この間の優占魚種は，マアジが

96年（31％，9.2t)，０２年（36％，20.6t)，ケンサキイ

カが02年（45％，３４９t）であった。同じく主要魚種

は，マアジ（９６，９７，９９～０３年)，ケンサキイカ（９６，

９７，９９，００，０２，０３年)，クサヤモロ（９７～９９，０２年)，

サバ類（９９～０２年)，ムロアジ類，カンパチ（９８，０１

年)，オアカムロ（96年）であった。

式根島カンビキ浦定置網］982～８９年の８年間

の年間平均漁獲量は202t（最低：1989年の7.6t，最

高：1982年の500t)，日間平均漁獲量は1255kｇ（操

業日数が不明の1984,86,87年を除く），1982,83,

85年の年間平均漁獲金額は2604万円（最低：1985年

の1660万円，最高：1982年の3721万円）であった（図

13)。また，年間平均操業日数（１９８４，８６，８７年を除

く）は160.8日間（最低：1989年の154日間，最高：

1983年の166日間）であった。操業月は年によって異

なったが，上述の８年間を通じてみると４～１１月の

８ヶ月間であった。月別操業率は，５～９月の５ヶ月

間が１００％，４，１０月が88％，11月が50％であった（表

１６)。月間漁獲率は５月が全体の23％を占め最も高く，

－４５－



表1ｓ新島，地内島定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）
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図１３式根島，カンビキ浦定置網における漁獲量（棒）と図１４式根島，カンビキ浦定置網における１９８２～８９年の
漁獲金額（折れ線）の推移月間平均漁獲量

て異なったが，上述の８年間を通じてみると４～９月

の６ヶ月間であった。月別操業率は，７月が１００％，５，

６，８月が89％，４月が67％，９月が１１％であった（表

1980年の3484万円）であった（図１５)。また，年間平

均操業日数は650日間（最低：1977年の２７日間，最

高：］985年の８５日間）であった。操業月は年|こよつ

－４６－



１８).月間漁獲率は５月が全体の44％を占め最も高かっ

た（図１６)。

漁獲魚種は，魚類30種，頭足類２種の合計32種で

あった（表４)。また，操業を開始した1977年の漁獲

統計資料は未集計であったが（表ｌ），同年の漁獲魚種

としては夕カベアオリイカ，ニザダイ，その他の魚

類，その他のイカ類の５魚種が記録されていた。漁獲

量上位１０魚種は，多いものからヒラマサ，ケンサキ

イカ，アオリイカ，ウマヅラハギ，ハガツオ，カンパ

チ，ニザダイ，クサヤモロシマアジ，タカベの順で，

これらが漁獲全体に占める割合は820％であった。ま

た，これら１０魚種の漁獲量の推移と変動係数は表１９

に示したとおりで，変動係数の最も小さいのはカンパ

チ(CV=066),最も大きいのはウマヅラハギ(CV=263）

であった。

上述の８年間における優占魚種は，ヒラマサが78年

(50％，１１３t)，ウマヅラハギが79年（42％，１５８ｔ），

ケンサキイカが80年（39％，13.8t)，８５年（49％，５４

ｔ），アオリイカが83年（35％，2.0t)，カンパチが８３

年（36％，２１t）であった。同じく主要魚種は，ヒラ

マサ（７８，７９，８１，８２，８４年)，ケンサキイカ（80ケ

８１，８４，８５年)，アオリイカ（７７，７９～８３年)，ウマ

ヅラハギ(79年)，ハガツオ(８１～８３年)，カンパチ(81,

83～８５年),ニザダイ（82,84年)，クサヤモロ（80年)，

タカベ（84年),ムツ（85年)，カツオ（78年）であった。

１８年ぶりに再開された2003年の漁獲量は449t，漁

獲金額は5492万円であった。操業月は４～９月の６ヶ

月間で，操業日数は不明であった。月間漁獲率は５

月が全体の46％を占め最も高かった。総漁獲量の約

１７％に当たる７．７ｔは活魚で出荷された。この年は優

占魚種が認められず，タカベ，ケンサキイカ，カンパ

チ，イサキの４魚種が主要魚種であった。

表１６式根島，カンビキ浦定置網の年別．月別操業日数。○印は，操業を行ったが，日数の不明な

月を示す。月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×１００％
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表ｌ７式根島，カンビキ浦定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）
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図1ｓ神津島，長浜定置網における漁獲量（棒）と漁j鬘金

額（折れ線）の推移

図１６神津島，長浜定置網における１９７７～８５年の月間平

均漁獲量

表１８神津島，長浜定置網の年別 月別操業日数。月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×’00％
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三宅島伊ケ谷定置網１９７７～2000年の24年間の

年間平均漁獲量は445t（最低：］996年の１１９t，最高：

1981年の1584t)，日間平均漁獲量は２１３４kｇ（操業日

数が不明の1977～８７年を除く）であった（図17)。漁

獲金額は不明であった｡また,年間平均操業日数(1984,

86,87年を除く）は117.8日間（最低:1998年の６１日間，

最高:1989年の196日間)であった。操業月は年によっ

て異なったが，上述の22年間を通じてみると操業月

はｌ～１２月の周年にわたった。月別操業率は，５～７

月の３ヶ月間が９２～１００％,４月および８～１２月の６ヶ

月間が７０～８０％台，１～３月の３ヶ月間が２０～４０％

台であった（表20)。月間漁獲率は５月が全体の25％

を占め最も高かった（図１８)。

漁獲魚種は魚類69種，頭足類４種の合計73種であっ

た（表４)。漁獲量上位１０魚種は，多いものからオア

カムロクサヤモロヒラマサ，カワハギ類,ニザダイ，

ケンサキイカ，タカベハガツオ，カンパチ，アオリ

イカの|||頁で，これらが漁獲全体に占める割合は749％
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図１７三宅島，伊ケ谷定置網における漁獲量の推移 図１８三宅島”伊ケ谷定置網における1977～2000年の月

間平均漁獲量

表２０三宅島,伊ケ谷定置網の年別,月別操業日数。○印は,操業を行ったが，
月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×１００％

日数の不明な月を示す。
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ヒラマサ（77,78年)，ニザダイ（80年)，オアカムロ

(８１年）であった。

１９８２～８６年の５年間の年間平均漁獲量は575ｔで

あった。この期間は，高価格魚のヒラマサがＭ～

18.6t，同じくケンサキイカが３５～12.2tと多獲されて

おり,優占魚種は84年のヒラマサ（32％,１８６t）であっ

た。また，主要魚種は，ヒラマサ（８２～８６年)，ケン

サキイカ（８４～８６年)，クサヤモロ（８２，８５，８６年)，

ニザダイ（８３，８４，８６年)，ハガツオ（82年）であった。

１９８７～９１年の５年間の年間平均漁獲量は２８３ｔ

であった。この間の優占魚種は，オアカムロが87年

(38％，１４９t)，クサヤモロが９１年（79％，ＩＬ２ｔ）で

あった。同じく主要魚種は，タカベ（８７，８８，９０年)，

オアカムロ（87,89年)，クサヤモロ（８９，９１年)，モ

であった。また，これら１０魚種の漁獲量の推移と変

動係数は表２１に示したとおりで，変動係数の最も小

さいのはカンパチ（ＣＶ=066)，最も大きいのはオア

カムロ（ＣＶ=293）であった。

１９７７～８１年の５年間の年間平均漁獲量は83.4ｔで

あった。この期間は，年間漁獲量が１０ｔ以上の魚種

がクサヤモロカワハギ類，ヒラマサと多く，オアカ

ムロの漁獲量は1981年に１０４８ｔあった。また，ハガ

ツオ，アオリイカ，ヒラソウダなど他の定置網とは異

なる魚種が上位に入った。この間の優占魚種は，カワ

ハギ類が79年(32％,２５５t)，クサヤモロが79年(30％，

250t)，ヒラマサが78年（33％，18.0t)，オアカムロ

が８１年（66％,１０４８ｔ）であった。同じく主要魚種は，

カワハギ類（77,79,80年)，クサヤモロ（７７～７９年)，

表Ｚｌ三宅島，伊ケ谷定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）
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ロ（88,89年)，ヒラマサ（87年)，メジナ類（90年)，

ブリ（89年)，カワハギ類（90年）であった。

１９９２～９６年の５年間の年間平均漁獲量は27.0ｔ

であった。この間の優占魚種は，クサヤモロが92年

(32％，152t)，オアカムロが94年（37％，１３９t）であっ

た。同じく主要魚種は，クサヤモロ（９２～９４年)，オ

アカムロ（94,96年)，タカベ（92,96年)，カワハギ

類（92,93年)，ケンサキイカ（93,95年)，モロ（９５

年)，ハガツオ（96年)，メジナ類（96年）であった。

１９９７～2000年の４年間の年間平均漁獲量は２１５ｔ

であった。この期間，優占魚種は認められなかった。

また,主要魚種は,クサヤモロ（９７～９９年)，タカベ(９８

～００年)，オアカムロ（97,99年)，モロ（98,99年)，

ヒラマサ，メジナ類，ケンサキイカ（00年)，カワハ

ギ類（99年）であった。1995年以降は，単一魚種で年

間１０t以上漁獲されたものはなかった。

三宅島阿古定置網１９８６～2000年の１５年間の年

間平均漁獲量は386t（最低：2000年の１０｣t，最高：

1993年の875t)，日間平均漁獲量は2402kｇ（操業日数

が不明の1986,87年を除く）であった（図１９)。漁獲

金額は不明であった。また,年間平均操業日数（1986,

87年を除く）は1498日間（最低：2000年の６１日間，

最高:1988年の222日間)であった。操業月は年によっ

て異なったが，上述の１５年間を通じてみると，操業

月はｌ～１２月の周年にわたった。月別操業率は，５～

８月および１０月の５ヶ月間が９３～１００％，４９，１１，

１２月の４ヶ月間が80％台，ｌ～３月の３ヶ月間が３０～

40％台であった（表22)。月間漁獲率は５月が132％，

６月が１２６％と高い値を示した（図20)。

漁獲魚種は魚類81種，頭足類４種，ウミガメ類ｌ分

類群の合計86種または分類群であった（表４)。漁獲量

上位１０魚種は，多いものからクサヤモロモロオア

カムロタカベヒラマサ，カンパチ，ケンサキイカ。

カワハギ類，ハガツオ，ニザダイの順で，これらが漁

獲全体に占める割合は781％であった。また，これら

１０魚種の漁獲量の推移と変動係数は表23に示したとお

りで，変動係数の最も小さいのはカンパチ（ＣＶ=049)，

最も大きいのはニザダイ（ＣＶ=151）であった。

１９８６～９０年の５年間の年間平均漁獲量は408tで

あった。この間の優占魚種はモロが88年（３５％，

１５３t）であった。同じく主要魚種は，クサヤモロ（86,

88～９０年)，モロ（88,89年)，タカベ（８６～８８年)，

オアカムロケンサキイカ（87年)，ヒラマサ，ニザ

ダイ（86年)，カワハギ類，トビウオ類(90年)であった。

］991～９５年の５年間の年間平均漁獲量は46.2tで

あった。この間の優占魚種はクサヤモロが93年(31％，

276t)，９４年（34％，１２７t）であった。同じく主要魚

種は，クサヤモロ（９２～９５年)，モロ（９１，９３，９５年)，

ヒラマサ（９１年)，オアカムロ（94年)，カンパチ，カ

ワハギ類（92年）であった。

１９９６～2000年の５年間の年間平均漁獲量は289tで

あった。この間の優占魚種はクサヤモロが98年(37％，

128t）であった。同じく主要魚種は，クサヤモロ（９６

～９８年)，オアカムロヒラマサ（９７，９９，００年)，

カンパチ（98年),モロ（00年)，ケンサキイカ（96年)。

ハガツオ（96年)，キハダ（96年）であった。

御蔵島徳利根定置網１９８７～９０年の４年間の

年間平均漁獲量は５２t（最低：1988年の３２t，最高：

1987年の８３t)，日間平均漁獲量は1804kｇ（操業日数

が不明な]987年を除く）であった（図２１）。漁獲金額

は不明であった。また，年間平均操業日数（1987年

を除く）は183日間（最低：1990年の１０日間，最高：
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表２２三宅島，阿古定置網の年月'１月別操業日数。○印は，操業を行ったが，日数の不明な月を示す。

月別操業率＝月別操業年数／全操業年数×’００％
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表２３三宅島，阿古定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）
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1988年の２７日間）であった。操業月は年によって異

なったが，上述の４年間を通じてみると４～７月の４

ヶ月間であった。月別操業率は６，７月が１００％，５月

が75％，４月が５０％であった（表24)。月間漁獲率は７

月が全体の37％を占め最も高かった（図22)。

漁獲魚種は，魚類32種，頭足類２種の合計34種で

あった（表４)。漁獲量上位１０魚種は，多いものから

モロヒラマサ，トビウオ類，サバ類，ケンサキイ

カ，シマアジ，クサヤモロ，シイラ，ムロアジ，マグ

ロ類のlll頁で，これらが漁獲全体に占める割合は946％

－５２－



であった。また，これら１０魚種の漁獲量の推移と変

動係数は表25に示したとおりで，変動係数の最も小

さいのはクサヤモロ（ＣＶ=１１６)，最も大きいのはケ

ンサキイカ，ムロアジ（ＣＶ=200）であった。

上述の４年間における優占魚種は，モロが88年

(52％，16t),９０年(85％,５」t)，ヒラマサが87年(60％，

４９t)，トビウオ類が89年（76％，２６t）であった。同

じく主要魚種は，モロ（88,90年)，ヒラマサ（87年)，

トビウオ類（89年)｡サバ類（87年）であった。そして，

これらの４魚種が漁獲量全体の78％を占めた。

４．海況と漁獲特性

１９８２～2000年の１９年間に操業が行われた大島の筆

島定置網，新島の地内島定置網，三宅島の伊ケ谷定置

網の３ヶ統（以下，島名で記述する）の漁獲資料（大

島のみ1992年の資料がない）により検討した海況と漁

獲特性の関係は以下のようであった。

１９８２～８９年の８年間は，三宅島の年間平均漁獲量

が507tと大島（同１３」t)，新島（同260t）に比べて２

～４倍程度多かった。しかし１９９０～2000年の１１年間

は．各定置網とも漁獲量の増減が大きく，年間平均

漁獲量は大島が37.2t（８２～８９年比：284％)，新島が

420t（同：162％）と増加したのに対して，三宅島は

226t（同：４５％）と減少した（図23)。

上記の３定置網に出現した主要魚種は，オアカムロ

ケンサキイカ，クサヤモロサバ類，タカベなど合

計22魚種であった。これら主要魚種の出現年数を定

置網別にみると，大島ではイサキがl］年と最も多く，

ケンサキイカ１０年，ブリ，ヒラマサ７年，マアジ６年，

タカベサバ類５年などと続いた。新島では，ケンサ

キイカが１６年と最も多く，マアジ１４年，クサヤモロ

9年，サバ類８年などと続いた。三宅島では，クサヤ

モロが１３年と最も多く，タカベ１２年，オアカムロ１０

年．カワハギ類，ケンサキイカ８年，ヒラマサ７年，

ニザダイ，ハガツオ,モロ５年などと続いた。これら３ヶ

統の定置網に共通して出現した主要魚種は，オアカム

ロケンサキイカ，タカベ，ヒラマサ,ブリの５種であっ

た。マアジ，サバ類は大島および新島にのみ主要魚種

として出現した。イサキ，ムツ，トビウオ類，ヤリイ

カは大島にのみ，カンパチ，スルメイカ、ウマヅラハ

ギは新島にのみ，カワハギ類，ニザダイ，モロメジ

ナ類は三宅島にのみ主要魚種として出現した（表26)。

伊豆諸島北部海域で多獲されるケンサキイカ，ヒラ

マサ，タカベの３魚種について，１９８２～2000年の]９

年間の上記３定置網による漁獲量と，同海域における

その他の漁法による漁獲量の推移を図２４～２６に示し

た。
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表２Ｓ御蔵島，徳利根定置網における漁獲量上位１０魚種の漁獲量の推移（単位：ｋg）
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る１９８２～2000年の漁獲量の推移

表２６大島の筆島，新島の地内島，三宅島の伊･ケ谷の３定置網において，

１９８２～2000年の１９年間に漁獲された主要魚種の出現年数
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この間の上記３定置網によるケンサキイカの年間漁

獲量は，９９年が33.7tと最多で，８８年が０９tと最少，

年間平均漁獲量はU6tであった。一方，その他の漁

法によるケンサキイカの年間漁獲量は，1983年が313ｔ

と最多，９７年が35tと最少，年間平均漁獲量は142.1ｔ

であった。

上記の３定置網によるケンサキイカの月間平均漁獲

量は，３ケ統とも５月が最も多かった。１９８２～８８年の

7年間は，新島および三宅島の年間平均漁獲量が各々

7tおよび5tと大島の2tに比べて多かったが，1994～

2000年の７年間は，大島および新島が5tおよび7tと三

宅島の1tに比べて多かった。３定置網における本種の

漁獲率（各定置網の年間漁獲量／３ヶ統定置網の年間

漁獲量×１００％）を比較すると，新島では1988,89年

の２年間を除き毎年の漁獲率が３０～７０％台（平均

536％）と比較的高かった。三宅島の漁獲率は，９０年

以降95年を除けばおおむね１０％以下（同239％）と低

い年が多かった。一方，大島では，９０年以降は毎年

２０～６０％台（同29.8％）と比較的高い値を示した（図

27)。各定置網の５月のケンサキイカ漁獲量を，各島

の５月の月間平均水温が，今回の１９年間通算の５月の

月間平均水温よりも低い年と高い年とで比べた結果，

各定置網とも，低い年の平均漁獲量（６０t）が高い年

の平均漁獲量（２０t）を上回った。

伊豆諸島北部海域における1982～2000年の１９年間

の上記３定置網によるヒラマサの年間漁獲量は，１９８２

年に大島，新島，三宅島の各島でそれぞれ１０t以上の

漁獲があり，合計48tと最も多かった。そして'990年

が同2tと最も少なく，年間平均漁獲量は８８tであった。

一方，同海域におけるその他の漁法によるヒラマサの

年間漁獲量は，1982年が213tと最多，2000年が2tと

最少，そして年間平均漁獲量は33.5tであった。本種

の年間漁獲量は，３定置網による漁獲量，その他の漁

法による漁獲量ともに1982年以降は急激に減少した。

上記の３定置網による本種の月間平均漁獲量は，大

島と三宅島では５月が,新島では１１月が最も多かった。

漁獲率は，１９８２～８９年の８年間は三宅島が２４～９１％

(平均77.1％）と大島，新島の５～５３％（同182％）お

よび０～２３％（同４６％）に比べて高かったが，1990

～2000年の１１年間には大島，新島，三宅島が各々３０

～７２％(同47.1％),５～６０％（同203％)，１３～５３％（同

325％）となり３島問に大きな差は認められなくなっ

た（図28)。

伊豆諸島北部海域における１９８２～2000年の１９年間

の上記３定置網によるタカベの年間漁獲量は1988年が
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タカベの大島筆島，新島地内島，三宅島伊ヶ谷

の３定置網における漁獲量（棒）と伊豆諸島北部海

域のその他の漁法による漁獲量（折れ線）の推移

（1982～２０００年）

図２６

27tと最多，］983年が０８ｔと最少，年間平均漁獲量

は６４tであった。一方，同海域におけるその他の漁法

によるタカベの年間漁獲量は，1988年が391tと最多，

「
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偶
０
１2000年が151ｔと最少，年間平均漁獲量は282.5tで

あった。また，上記３定置網における本種の月間平均

漁獲量が最も多かったのは，大島が５月，新島がn月，

三宅島が４月であった。１９８６～９２年の７年間（大島は

92年を除く６年間）は，大島，新島および三宅島の年

間平均漁獲量が各々４t，１tおよび5tであったが，１９９３

～2000年の８年間は各々１t，１tおよび2tと減少した。

漁獲率は，調査期間を通じて大島，新島および三宅島

が各々ｌ～９６％（平均289％)，０～６６％（同230％）

および３～９５％（同481％）であり，各定置網とも変

動が大きかった（図29)。

上記３定置網の主漁期である５～７月の月別平均水

温は，いずれの月も三宅島が他の２島に比べて2℃以

上高かった（表27)。

千葉県水産総合研究センターほか（2005）にしたがっ

て，１９８２～2000年の１９年間における５～７月の各月

を全・後半に分け，これら各期間別の黒潮流路パター

ンを表２８に示した。この結果，Ｃ型が39.5％と最多で

あり，以下Ｎ型272％，Ｂ型123％，Ａ型１０５％，そ

の他7.0％，、型3.5％と続いた。また，５～７月の３ヶ

月間の海況が継続して同一型だった年は1987年，９０

年のＡ型，１９８４，９１，９３年のＣ型，１９８９，９６，９９年

のＮ型であった（表28)。

上記の３定置網における５～７月３ヶ月間の黒潮流

路パターン別平均漁獲量は以下のようであった。大

島および新島では，Ａ型が３ヶ月間継続した時（各々

l3lt，１５３t）よりもＣ型およびＮ型が３ヶ月間継続し

た時（Ｃ型時：各々３８３t，４３８t；Ｎ型時：各々35.6t，

507t）の漁獲量が多かった。また，このＣ型およびＮ

型が３ヶ月間継続した時の漁獲量は，継続して同一型

でなかった年の平均漁獲量（各々：20.8t，３２４t）に比

べても多かった。一方，三宅島では，５～７月の３ヶ

月間Ｃ型が継続した年の平均漁獲量（30.4t）が，Ａ型

およびＮ型が３ヶ月間継続した時の漁獲量（Ａ型時：

259t；Ｎ型時24.4t）を上回った。そして，３ヶ月間継

続して同一型でなかった年の平均漁獲量（395t）は，

ＡＣ，Ｎの３型が３ヶ月間継続した年の平均漁獲量の

いずれよりも多かった（表29)。

上記の３定置網における５～７月の月別ｌ日当たり

平均漁獲量の推移は図３０に示したとおりで，特に漁

獲量が多かった時の状況は以下のようであった。

大島と新島では，1991年５月および６月（Ｃ型時）に，

マアジ主体で，大島が各々ll720および6]４０kg，新

島が同7601および5793ｋｇの漁獲があった。９３年７

月（Ｃ型時）には，サバ類主体で大島82LOkg，新島

;；
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図２９タカベの大島筆島，新島地内島，三宅島伊ヶ谷の

３定置網における漁獲率の推移（1982～2000年)。

1992年は大島の資料がないので表示できない。

6945kg，９９年７月（Ｎ型時）には，クサヤモロ主体で

大島4643kg，新島630」kgの漁獲があった。

このほか，大島では1982年の５月（Ｂ→Ｃ型時）お
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表２７大島，新島，三宅島の３海域における’982～２０００

年の月別平均水温（℃）

表２９大島の筆島定置網，新島の地内島定置網，三宅島

の伊ケ谷定置網における］982～2000年５～７月３ヶ

月間の黒潮流路パターン別平均漁獲量（kg）
海域 ５月 ６月 ７月

黒潮流路
パターン

大島
筆島

新島
地内島

島
谷

宅
ヶ
三
伊

大島

新島

三宅島

18.3

18.5

20.5

20.5

20.4

22.5

2２．２

２２．４

２４．４

Ａ型＊

Ｃ型＊

Ｎ型＊

非同一型＊＊

13,127

38,326

35,609

20,814

15,319

43,820

50,656

32,389

25,869

30,384

24,408

39,499

＊：ＡＣＮの各型が３ヶ月間継続した

＊＊：３ヶ月間同一型が継続しなかった
表Ｚ８伊豆諸島北部海域の定置網主漁期（５～７月）にお

ける1982年～2000年の黒潮流路パターン

５月 ６月 ７月
１４００

１２００

漁
獲１ｏｏＯ
Ｅ１

－目ユ

(kg）８００

６００

４００

２００

０

年
前半後半前半後半前半後半

１９８２

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

1997

1998

1999

2000

Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ⅲ
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｎ
Ｎ
Ⅲ

Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ⅲ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ⅲ
Ｎ
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属
よび６月（Ｃ型時）に，ヒラマサ主体で各々12848お

よび590.8kgの漁獲があった。新島では,1993年６月(Ｃ

型時）にケンサキイカ，サバ類主体で805.7ｋｇ，２０００

年５月（ＣＷ→ＷＢ型時）にサバ類主体で810.3kgの漁

獲があった。

一方，三宅島では，1988年６月に型時）にタカベ

主体で320.1kg’９２年５月（Ｃ→ＤＮ型時）にカワハギ

類主体で3749kg，同年７月（Ｎ型時）にヒラマサ主体

で266.5kg，９４年６月（Ｎ型時）にオアカムロ主体で

882.7kg，同年７月（Ｂ→ＢＮ型時）にクサヤモロ主体で

2739kg,９６年５月（Ｎ型時）にメジナ類主体に3490ｋｇ

の漁獲があった。

大島，新島と三宅島とでは，月別Ｉ日当たり平均漁獲
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図３０大島筆島，新島地内島，三宅島伊ケ谷の３定置網

における月別１日当たり平均漁獲量の推移（1982～

2000年の５～７月）

量の高い年と魚種が重なることはなかった。

考察

操業の経緯と網型伊豆諸島北部海域は，黒潮をＩま
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域の月別平均水温は大島，新島海域に比べて2℃以上

高かった（表27)。上述の出現魚種の偏りは，こうし

た海洋環境条件の差によって生じたものと考える。ま

た，静岡県や神奈川県で操業されている定置網では，

漁獲量の上位魚種から下位魚種へ||頂位が下がるにつれ

て各魚種の漁獲量は指数関数的に減少する（木幡１９９０

，青木１９９１）というが，今回の伊豆諸島北部海域の

定置網においても同様の傾向が認められた。

各定置網における日間平均漁獲量は９８７～３１８０ｋｇ

の範囲にあり，このうち200kg未満であった大島の千

波崎（98.7kg)，利島の前浜（134.2kg)，新島の若郷前

浜（106.7kg)，式根島のカンビキ浦（125.5kg)，御蔵

島の徳利根（180.4kg）の５定置網は４～８年間操業し

た後に休止となっている。また，これらの各定置網の

年間平均操業日数は，大島の千波崎が523日間，利島

の前浜が63.4日間，新島の若郷前浜が938日間，式根

島のカンビキ浦が1608日間，御蔵島の徳利根が１８３

日間と，式根島のカンビキ浦を除く４定置網で１００日

間を下回った。

一方，日間平均漁獲量が200kgを上回った大島の筆

島（2009kg)，新島の地内島（2903kg)，神津島の長

浜（318.0kg)，三宅島の伊ケ谷（213.4kg)，同島の阿

古（2402kg）の５定置網では１０年以上操業が継続した

(ただし，神津島の長浜定置網は1986年に一旦休止後

2003年に操業を再開。三宅島の伊ヶ谷,阿古定置網は，

2000年の噴火災害により操業休止)。また，これらの

5定置網における年間平均操業日数は，大島の筆島が

130.1日間，新島の地内島が135.2日間，神津島の長浜

が65.0日間，三宅島の伊ケ谷が１１７８日間，同島の阿

古が149.8日間と，神津島の長浜を除く４定置網で'００

日間以上の操業があった。

これらの事実から，伊豆諸島北部海域における定置

網漁業では，年間１００日間以上の操業日数と200kg以

上の日間平均漁獲量が確保されないと，操業の継続が

困難ではないかと思われた。

海況と漁獲特性伊豆諸島北部海域で多獲される

ケンサキイカ，ヒラマサ，タカベの３魚種について，

１９８２～2000年の１９年間における大島の筆島，新島の

地内島，三宅島の伊ヶ谷の３定置網による漁獲量と，

同海域のその他の漁法による漁獲量とを比較検討した

結果は以下のようであった。

ケンサキイカでは，上記３定置網による漁獲量，そ

の他の漁法による漁獲量の推移に明瞭な関連は認めら

れず，それぞれ年変動も大きかった（図24)。また，

上記の３定置網における５月の漁獲量を，各島の５月

じめとする潮流や波浪の影響を直接受ける外洋に面し

ている。また，大きな湾や入り江が少なく，海底地形

も急峻で，定置網操業にとっての気象，海象条件は極

めて厳しい。また，経営体の資本力も小さいため，リ

スクの大きい定置網漁業の導入に当たっては慎重に検

討がなされた。

1970年代に三宅島において初めて定置網の導入が

検討された時には，漁協職員が旧水産庁東海区水産研

究所や旧東京都水産試験場大島分場などから情報収集

を行うとともに，先進地などを視察した。その結果，

北海道斜里漁協の協力を得て，1976年に同島伊ケ谷

沖で伊豆諸島初の定置網が操業されるにいたった。導

入直後の網型は，浮網と底層網が用いられていたが，

その後，1980年には底層網に変更されていた。また，

1977年に操業が開始された神津島の長浜定置網では

底層網が導入された。さらにその後の設置状況をみる

と，底層網を主体に－部中層網での操業が行われてお

り（表２)，気象，海象条件の厳しい本海域においては，

底層網が適していると思われる。また，定置網１ヶ統

当たりの操業従事者数は現在５～８人程度と，操業開

始当初の最大約20人からみると大幅な減員となって

おり，必要最小限での操業が行われているものと考え

られる。

これまで本海域では，大島から御蔵島までの７島で

最大１０ヶ統の操業が行われたものの，漁獲の低迷や

網の破損，流失などにより７ヶ統は既に操業を休止し

ており，定置網漁業経営の困難さを示している（ただ

し，三宅島の２ヶ統は噴火災害による休止)。しかし，

1977～８５年の９年間の操業後，１７年間休止し，２００３

年に操業が再開された神津島の長浜定置網では，近年

活魚出荷に取り組むなど経営の向上に努めている。

出現魚種と漁獲量各定置網における漁獲量上位

20魚種について，定置網間の魚種組成の違いを検討

したところ，カンパチ，ケンサキイカ，ヒラマサなど

の高価格魚のほか，低価格魚のムロアジ類（オアカム

ロ，クサヤモロ，ムロアジ，モロ）が全定置網に出現

した。また，伊豆諸島北部海域の中では南方に位置す

る三宅島～御蔵島海域では，上位20種の中にイサキ，

マダイなどの沿岸性魚類が出現せず，一方，同海域の

北方に位置する大島海域ではアオリイカ，ハガツオ，

ニザダイが出現しなかった。特に大島～神津島海域で

は上位魚種に入るイサキが，三宅島ではほとんど漁獲

されなかった。このようにいくつかの魚種では海域間

における出現状況に偏りが認められた。大島と三宅島

は南北に70kｍほど離れており，５～７月の三宅島海

－５８－



の月間平均水温が，今回の１９年間通算の５月の月間平

均水温よりも低い年と高い年とで比べた結果，各定置

網とも，低い年の平均漁獲量が高い年の平均漁獲量を

上回った。

ケンサキイカの生息適水温は広範囲にわたり，漁場

は主として島影にできる湧昇域に形成されるという

(竹之内］987)。伊豆諸島では，一般的に黒潮の流れ

は各島の西から当たるため島の東側に湧昇域が発生す

る（中島2002)。伊豆諸島北部海域における各定置網

は，大島の筆島定置網を除くといずれも島の北側から

西側に設置されており，このため，黒潮による大規模

な湧昇域の発生という観点からは，本種の漁獲にとっ

てあまり有利でないと思われる。ただし，地形性の小

規模な湧昇域が発生するような海洋環境時には，これ

らの定置網においても好漁のもたらされる可能性が考

えられる。

ヒラマサでは，上記の３定置網による漁獲量，その

他の漁法による漁獲量ともに1982年に最多を記録し

たが，それ以降は両者ともに急激に減少した（図25)。

したがって，上記の定置網による漁獲量の低下は，本

海域全体における資源量の減少，あるいは海況変化な

どによる来遊量の減少が原因となった可能性が示唆さ

れる。

タカベでは，上記の３定置網による漁獲量は1988年

に最多，８３年に最少であった。一方，その他の漁法

による漁獲量は1988年に最多，2000年に最少を記録

した。最多漁獲年は同じであったが，他の年は両者の

推移に明瞭な関連は認められず（図26)，その変動要

因を特定することはできなかった。

黒潮流路はＡ型およびＢ型時に伊豆諸島北部海域に

接近し，ｃ型時には同諸島の東側に離岸する。また，

Ｎ型時には三宅島，御蔵島周辺を東方へ流去する（小

川・若林1992，竹之内1987)。そして，これらの黒

潮流路パターンのうち，本海域における定置網の操業

には海流の影響の少ないｃ型が適している。しかし，

伊豆諸島におけるムロアジ類は黒潮の影響を強く受け

る流況時に漁獲が多い（竹之内1987)。また，神奈川

県の定置網ではソウダガツオ類の漁獲量がＡ型時に多

く,Ｎ型時に少ない傾向がみられる(北沢1998)。一方，

モロでは黒潮の北縁部が伊豆諸島におよんだ場合に漁

場が形成されやすいという（小川・若林1992)。した

がって，好不漁をもたらす黒潮流路パターンは魚種に

よって様々であると考えられる。

定置網漁法は曳網漁法や巻網漁法のように能動的に

魚群を追って捕える漁法ではなく，設置した定置網に

回遊魚群が入ってくるのを待つ受動的な漁法である

(金田1994)。今回の研究では黒潮流路パターンと定

置網漁獲の関係を明確にすることはできなかったが，

今後もさらに資料を蓄積していくことによって，将来

的には漁獲魚種や漁獲量の予側も可能となろう。

低・未利用魚の活用伊豆諸島の漁業においては，

漁獲物の本土市場への輸送に多大なコストがかかるた

め，これまでは中・高価格魚種主体の水揚げが行われ

てきた。定置網漁業では，小型のサバ類やマアジ，あ

るいはムロアジ類などの低価格魚が多獲されるが，上

述の理由により，これらの多くは低・未利用状態にあっ

た。これまでにも，三宅島におけるオアカムロの“さ

つま揚げ”の試作や，新島におけるサバ類の養殖用餌

料への活用なども行われたが，その利用は低水準にと

どまっていた。

わが国沿岸漁場全体における総漁獲量の減少という

昨今の情勢の中では，こうした低・未利用資源の活用

が喫緊の課題となっている。最近大島では，漁協女性

部が定置網で漁獲されるサバ類などを使ったすり身の

製造,販売などを始めた。また,新島,神津島では,低・

未利用魚種を原料に魚醤の試作を行っている。今後こ

うした取組みにより定置網漁獲魚の積極的な活用を図

ることも，本漁業の振興策を展開していくうえでの重

要な課題であろう。

要約

伊豆大島から御蔵島周辺にかけての伊豆諸島北部海

域で，］976～2005年の30年間に操業された小型定置

網の構造，設置場所，漁獲魚種の組成，海況と漁獲の

関係などについて検討した。この間操業された定置網

数は７島１０ケ統におよんだが，潮流や波浪の影響など

により操業を休止したものが多く，2005年には３ケ統

の操業となった。網型は底層網が主体であった。漁獲

された水産動物は，魚類]０４種または分類群，頭足類６

種，イセエビ類１種，ウミガメ類］分類群の合計]１２種

または分類群であった。漁獲の主体はカンパチ，ケン

サキイカ，ヒラマサ，タカペシマアジ，ブリ，クサ

ヤモロアオリイカなどであった。主漁期である５～

７月における黒潮流路パターンと漁獲量の関係をみる

と，伊豆大島海域と新島海域においては，Ｎ型および

ｃ型が継続した時の漁獲量が多かった。一方，三宅島

海域では同じ型が継続しない時の漁獲量が多かった。

キーワード：小型定置網漁獲特性，伊豆諸島北部海

域，海況
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別図11985年の大島，筆島定置網の設置位置と敷設図

（上:平面図。下:側面図，各部位長の単位は間）
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別図22005年の大島，筆島定置網の設置位置と敷設図

（上:平面図，下:側面図，各部位長の単位は問）
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別図31986年の大島，千波崎定置網の設置位置と敷設図

（上：平面図，下：側面図，各部位長の単位は間）
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・別図４］985年の利島，前浜定置網の設置位置と敷設図

（上:平面図，下:側面図，各部位長の単位は間）
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別図５］985年の新島，若郷前浜定置網の設置位置と敷設図

（上：平面図，下：側面図，各部位長の単位は間）
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（上：平面図，下：側面図，各部位長の単位は間）
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別図71985年の式根島，カンビキ浦定置網の設置位置と敷設図

（上：平面図，下：側面図，各部位長の単位は間）
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別図81985年の神津島，長浜定置網の設置位置と敷設図

（平面図，各部位長の単位は間）
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別図101976年の三宅島，伊ケ谷１２尋（水深１８ｍ）

定置網の敷設図（上：平面図，下：立体図，

各部位長の単位は間）
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別図111976年の三宅島，伊ケ谷'５５尋（水深2325ｍ）

定置網の敷設図（上：平面図，中：側面図，下：

立体図，各部位長の単位は問）
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別図121986年の三宅島，伊ケ谷および阿古定置網の設置位置と

敷設図（上：平面図，下：側面図，各部位長の単位は間)。

上記の２定置網は同一構造である。
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別図131987年の御蔵島，徳利根定置網の設置位置と敷設図

（平面図，各部位長の単位は間）
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